
392明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 45 号〕平成 20 年 11 月

１　

日
露
開
戦

　

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）、
北
清
事
変
の
際
に
ロ
シ
ア
は
そ

の
巨
大
な
兵
力
を
満
州
に
向
け
、
事
変
解
決
後
も
な
お
十
万
と
い

う
一
大
兵
力
を
残
存
さ
せ
た
。

　

こ
れ
以
前
、
欧
州
列
国
は
清
国
に
対
し
て
勢
力
を
伸
ば
し
、
清

国
は
当
然
な
が
ら
排
外
思
想
が
拡
が
り
を
み
せ
て
い
た
。
排
外
思

想
を
信
条
と
す
る
武
装
教
団
の
義
和
団
は
、「
扶
清
滅
洋
」
す
な

わ
ち
外
国
の
勢
力
を
駆
逐
し
清
国
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

山
東
省
で
決
起
し
、
次
第
に
勢
力
を
増
し
て
明
治
三
十
二
年
（
一

八
九
九
）
四
月
に
は
京
清
（
北
京
、
天
津
）
地
方
に
ま
で
進
出
。
こ

の
地
に
お
い
て
外
国
人
を
次
々
に
殺
害
、
キ
リ
ス
ト
教
会
に
火
を

放
つ
な
ど
暴
徒
化
す
る
。
清
国
政
府
の
な
か
に
は
、
保
守
派
と
開

明
派
の
対
立
が
あ
り
、
暴
徒
ら
を
鎮
圧
す
べ
き
官
兵
が
逆
に
暴
動

を
煽
る
よ
う
な
事
態
に
い
た
っ
て
し
ま
っ
た
。
列
強
は
在
留
す
る

自
国
民
保
護
の
た
め
軍
艦
を
十
五
隻
か
ら
五
十
隻
に
増
や
し
、
さ

ら
に
は
陸
兵
五
万
人
を
上
陸
さ
せ
、
よ
う
や
く
に
し
て
鎮
圧
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
日
本
は
列
強
か
ら
の
出
兵
の
求
め
に
応
じ
、
北

京
を
日
本
軍
を
主
力
と
す
る
連
合
軍
が
占
領
し
北
清
事
変
は
終
息

を
み
た
の
で
あ
る
。
清
国
と
関
係
す
る
十
一
カ
国
と
で
北
京
議
定

書
が
結
ば
れ
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
ロ
シ
ア
は
凍
港
で
あ
る
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
代
わ
る

べ
き
も
の
と
し
て
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）、
不
凍
港
で
あ
る

大
連
と
旅
順
の
租
借
権
を
獲
得
、
そ
の
う
え
極
東
支
配
を
も
目
論

ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
日
本
国
内
に
お
い
て
ロ
シ
ア
打
倒

の
気
運
が
い
よ
い
よ
高
ま
る
。

明
治
天
皇
と
東
郷
平
八
郎

―

日
本
海
海
戦
前
夜
の
エ
ピ
ソ
ー
ド―

嶋

田

耕

一

随

想
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そ
れ
で
も
ロ
シ
ア
に
対
し
て
撤
兵
す
る
こ
と
を
日
本
は
粘
り
強

く
交
渉
す
る
。
だ
が
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
八
月
に
は

旅
順
に
極
東
総
督
府
を
設
け
、
十
月
に
な
る
と
奉
天
を
軍
事
占
領

す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
れ
の
み
か
、
朝
鮮
へ
向
け
て
南
進
を
く
わ

だ
て
鴨
緑
江
河
口
の
龍
巌
浦
に
侵
略
し
た
。
ロ
シ
ア
の
進
出
に

よ
っ
て
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
利
権
が
侵
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
す
る

イ
ギ
リ
ス
と
日
本
は
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
日
英
同

盟
を
結
ん
で
い
た
。

　

満
州
か
ら
の
撤
兵
を
要
求
す
る
日
本
に
対
し
て
、
極
東
総
督
に

ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
海
軍
大
将
を
任
命
す
る
こ
と
で
対
抗
す
る
。
撤

退
の
意
思
を
示
す
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
積
極
的
な
支
配
を
あ
か

ら
さ
ま
に
す
る
の
だ
っ
た
。

　

日
露
の
外
交
交
渉
は
つ
い
に
暗
礁
に
乗
り
あ
げ
た
。
明
治
三
十

六
年
（
一
九
〇
三
）
十
二
月
二
十
日
、
日
本
は
閣
議
に
お
い
て
不

退
転
の
決
意
を
表
明
、
海
軍
の
戦
備
が
整
う
の
を
待
っ
た
の
ち
、

明
治
天
皇
が
親
臨
さ
れ
た
御
前
会
議
に
お
い
て
開
戦
決
意
の
御
裁

可
を
得
た
。
そ
の
際
、
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
「
四
方
の

海
み
な
は
ら
か
ら
と
思
う
世
に
な
ど
波
風
の
た
ち
さ
わ
ぐ
ら
む
」

と
平
和
祈
念
の
叡
慮
を
込
め
た
御
製
を
詠
じ
あ
そ
ば
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
翌
二
月
、
対
露
交
渉
を
打
ち
切
り
、
六
日
に
は
、「
自

ら
其
の
侵
迫
を
受
け
た
る
地
位
を
鞏
固
に
し
且
つ
防
衛
す
る
た
め

の
最
良
を
思
惟
す
る
独
立
の
行
動
を
探
る
こ
と
の
権
利
を
保
留
す

る
」
と
し
て
ロ
シ
ア
に
国
交
断
絶
を
通
告
し
た
。

　

二
月
八
日
か
ら
九
日
に
か
か
る
深
夜
、
日
本
の
連
合
艦
隊
所
属

の
駆
逐
艦
は
、
旅
順
港
外
に
停
泊
し
て
い
た
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊

を
夜
襲
、
九
日
午
後
に
は
仁
川
沖
で
の
海
戦
が
勃
発
、
こ
こ
に
日

露
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
開
戦
時
の
彼
我
戦
力
は
、
ロ
シ
ア
が
五
十

一
万
ト
ン
、
日
本
は
二
十
三
万
ト
ン
で
あ
っ
た
。

　

二
月
十
日
、
宣
戦
の
詔
勅
が
発
せ
ら
れ
る
。

　

こ
の
と
き
の
連
合
艦
隊
編
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

◇
連
合
艦
隊
司
令
長
官　

東
郷
平
八
郎
中
将

　

◇
第
一
艦
隊
司
令
長
官　

東
郷
平
八
郎
中
将

　
　
　
　
　
　
　

参
謀
長　

島
村
速
雄
大
佐

　
　

第
一
艦
隊
司
令
官　
　

梨
羽
時
起
少
将

　
　
　
　
　
　
　

参
謀　
　

塚
本
善
五
郎
少
佐

　
　

◆
戦
艦　

�

三
笠
（
司
令
長
官
座
乗
）　

朝
日　

富
士　

八
島　

敷
島　

初
瀬

　
　

第
三
戦
隊
司
令
官　

出
羽
重
遠
少
将

　
　
　
　
　
　
　

参
謀　

山
路
一
善
少
佐

　
　

◆
巡
洋
艦　

千
歳
（
旗
艦
）　

高
砂　

笠
置　

吉
野

　
　

◆
通
報
艦　

龍
田

　
　

第
一
駆
逐
隊
司
令　
　

浅
井
正
次
郎
大
佐

　
　

◆
駆
逐
艦　

白
雲　

朝
潮　

霞　

暁
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第
二
駆
逐
隊
司
令　

石
田
一
郎
中
佐

　
　

◆
駆
逐
艦　

雷　

朧　

電　

曙

　
　

第
三
駆
逐
隊
司
令　

土
屋
光
金
中
佐

　
　

◆
駆
逐
艦　

薄
雲　

東
雲　

漣

　
　

第
一
水
雷
艇
隊
司
令　

関
重
孝
少
佐

　
　

◆
水
雷
艇　

�
第
６
９
号　

第
６
７
号　

第
６
８
号　

第
７
０

号

　
　

第
十
四
水
雷
艇
司
令　

桜
井
吉
丸
少
佐

　
　

◆
水
雷
艇　

千
鳥　

隼　

真
鶴　

鵲

　
　

◇
第
二
艦
隊
司
令
長
官　

上
村
彦
之
丞
中
将

　
　
　
　
　
　
　

参
謀
長　

加
藤
友
三
郎
大
佐

　
　
　

第
二
戦
隊
司
令
官　
　

三
須
宗
太
郎
少
将

　
　
　
　
　
　
　
　

参
謀　
　

松
井
健
吉
少
佐

　
　

◆
巡
洋
艦　

�

出
雲
（
旗
艦
）　

磐
手　

吾
妻　

浅
間　

八
雲

　

常
磐

　
　

第
四
戦
隊
司
令
官　

瓜
生
外
吉
少
将

　
　
　
　
　
　
　

参
謀　

森
山
慶
三
郎
少
佐

　
　

◆
巡
洋
艦　

浪
速
（
旗
艦
）　

明
石　

高
千
穂　

新
高

　
　

◆
通
報
艦　

千
早

　
　

第
四
駆
逐
隊
司
令　

長
井
群
吉
中
佐

　
　

◆
駆
逐
艦　

速
島　

春
雨　

村
雨　

朝
霧

　
　

第
五
駆
逐
隊
司
令　
　

真
野
巌
次
郎
中
佐

　
　

◆
駆
逐
艦　

陽
炎　

叢
雲　

夕
霧　

不
知
火

　
　

第
九
水
雷
艇
司
令　

矢
島
純
吉
中
佐

　
　

◆
水
雷
艇　

蒼
鷹　

鴿　

雁　

燕

　
　

第
二
十
水
雷
艇
司
令　

荒
川
仲
吾
少
佐

　
　

◆
水
雷
艇　

�

第
６
２
号　

第
６
３
号　

第
６
４
号　

第
６
５

号

　
　

◇
第
三
艦
隊
司
令
長
官　

片
岡
七
郎
中
将

　
　
　
　
　
　
　
　

参
謀
長　

中
村
静
嘉
大
佐

　
　
　

第
五
戦
隊
司
令
官　
　

欠

　
　
　
　
　
　
　
　

指
揮
官　

今
井
兼
昌
大
佐

　
　

◆
巡
洋
艦　

�

厳
島
（
旗
艦
）　

鎮
遠
（
旧
情
国
戦
艦
）　

橋
立　

松
島

　
　

第
六
戦
隊
司
令
官　

東
郷
正
路
少
将

　
　
　
　
　
　
　

参
謀　

吉
田
清
風
少
佐

　
　

◆
巡
洋
艦　

和
泉
（
旗
艦
）　

須
磨　

秋
津
洲　

千
代
田

　
　

第
七
戦
隊
司
令
官　

細
谷
資
氏
少
将

　
　
　
　
　
　
　

参
謀　

西
禎
蔵
少
佐

　
　

◆
混
合
艦　

扶
桑
（
旗
艦
・
旧
二
等
戦
艦
）

　
　

◆
海
防
艦　

海
門　

済
遠
（
旧
清
国
艦
）
◆
通
報
艦　

宮
古
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◆
砲
艦　

�

平
遠
（
旧
清
国
艦
）　

磐
城　

鳥
海　

愛
宕　

筑
紫

　

摩
耶　

宇
治

　
　

第
十
水
雷
艇
司
令　

大
滝
道
助
少
佐

　
　

◆
水
雷
艇　

第
４
３　

第
４
２　

第
４
０　

第
４
１

　
　

第
十
一
水
雷
艇
司
令　

武
部
岸
郎
少
佐

　
　

◆
水
雷
艇　

第
７
３　

第
７
２　

第
７
４　

第
７
５

　
　

第
十
六
水
雷
艇
司
令　

若
林
欽
少
佐

　
　

◆
水
雷
艇　

白
鷹　

第
７
１　

第
３
９　

第
６
６

２　

日
本
海
海
戦

　

ロ
シ
ア
は
日
露
戦
争
開
戦
当
時
、
太
平
洋
艦
隊
は
戦
艦
七
隻
を

保
有
し
旅
順
に
あ
っ
た
が
、
上
村
彦
之
丞
中
将
の
第
二
艦
隊
に
よ

る
蔚
山
沖
海
戦
で
敗
れ
、
勢
力
を
激
減
さ
せ
て
い
た
。
そ
し
て
ま

た
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
一
月
一
日
に
、
陸
軍
第
三
軍

（
司
令
官
・
乃
木
大
将
）
の
総
攻
撃
に
よ
っ
て
旅
順
が
陥
落
し
た
た

め
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
は
機
能
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
七
）
四
月
、
ロ
シ
ア
海
軍

は
太
平
洋
第
二
艦
隊
を
組
織
し
、
日
本
へ
回
航
さ
せ
る
方
針
を
た

て
て
い
た
。
司
令
長
官
は
ロ
ジ
ェ
ス
ト
ウ
ェ
ン
ス
キ
ー
少
将
で
あ

る
。
こ
の
太
平
洋
第
二
艦
隊
こ
そ
が
、
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
と
呼
称

さ
れ
る
も
の
だ
。

　

ロ
シ
ア
の
旅
順
艦
隊
を
制
圧
し
た
後
、
東
郷
司
令
長
官
は
海
軍

大
臣
山
本
権
兵
衛
大
将
と
軍
令
部
長
伊
東
祐
享
大
将
に
伴
わ
れ
て

ご
報
告
に
参
内
し
た
。
こ
の
と
き
、
天
皇
陛
下
よ
り
「
露
国
の
増

遺
艦
隊
（
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
）
が
来
る
と
い
う
が
、
見
込
み
は
ど
う

か
」
と
の
ご
下
問
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
平
素
は
無
口
で

慎
重
な
東
郷
長
官
が
「
必
ず
撃
滅
い
た
し
ま
す
」
と
、
ぼ
そ
ぼ
そ

と
言
上
し
た
の
だ
。
こ
れ
に
は
侍
立
し
て
い
た
山
本
と
伊
東
の
両

名
が
驚
い
た
。
薩
摩
人
で
あ
る
二
人
に
と
っ
て
、
同
郷
人
で
あ
る

東
郷
の
奉
答
は
と
ん
で
も
な
い
大
言
壮
語
に
思
え
た
の
だ
。
二
人

は
の
ち
の
ち
ま
で
、
こ
の
話
が
出
る
た
び
に
「
東
郷
は
た
い
へ
ん

な
こ
と
を
申
し
上
げ
た
も
の
だ
」
と
可
笑
し
が
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
自
著
に
紹
介
し
た
司
馬
遼
太
郎
氏
は
、

「
撃
滅
」
と
い
う
表
現
は
決
し
て
大
言
壮
語
で
は
な
く
、
敵
を
一

隻
残
ら
ず
沈
め
な
け
れ
ば
戦
略
的
効
果
を
失
う
の
意
で
あ
る
と
記

し
て
い
る
が
、
皇
国
の
興
廃
に
臨
ん
で
、
誠
忠
と
憂
国
の
至
情
を

思
わ
ず
発
露
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の
出
撃
準
備
の
整
っ
た
の
は
十
一
月
十
五
日

で
、
一
万
八
千
海
里
と
い
う
地
球
を
半
周
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
遠

征
航
海
に
つ
い
た
。
ロ
ジ
ェ
ス
ト
ウ
ェ
ン
ス
キ
ー
少
将
は
出
港
三

日
後
に
、
ロ
シ
ア
皇
帝
に
よ
っ
て
中
将
に
昇
任
さ
れ
る
栄
誉
を
得

た
。
い
か
に
ロ
シ
ア
が
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
に
熱
い
期
待
を
抱
い
た

か
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
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四
月
十
四
日
、
安
南
（
現
ベ
ト
ナ
ム
）
に
到
着
、
五
月
九
日
に

は
バ
ン
フ
ォ
ン
湾
外
で
後
続
の
第
三
艦
隊
と
合
流
し
、
こ
こ
で
再

編
成
さ
れ
、
戦
備
を
整
え
五
月
十
四
日
朝
出
航
す
る
。
相
当
の
日

数
を
要
し
た
の
は
口
中
将
が
、
日
本
艦
隊
と
の
遭
遇
は
避
け
よ
う

と
考
え
た
か
ら
だ
。
露
海
軍
が
世
界
に
誇
る
大
艦
隊
を
東
洋
に
回

航
さ
せ
る
こ
と
で
威
嚇
し
、
外
交
交
渉
に
よ
っ
て
屈
伏
を
は
か
ろ

う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
も
あ
れ
安
南
を
出
港
し
た
艦
隊
は
、
バ
シ
ー
海
峡
に
お
い
て

五
隻
の
輸
送
船
を
分
離
、
さ
ら
に
日
本
艦
隊
を
牽
制
す
る
た
め
に

二
隻
の
仮
装
巡
洋
艦
を
太
平
洋
に
進
路
を
変
更
さ
せ
た
。
し
か
し

主
力
は
二
十
二
日
、
八
重
山
諸
島
宮
古
島
東
方
で
沖
縄
列
島
線
を

横
断
、
東
シ
ナ
海
に
入
り
翌
日
洋
上
で
給
炭
船
か
ら
の
石
炭
搭
載

を
実
施
し
た
。
濃
霧
の
な
か
に
あ
る
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
は
、
哨
戒

す
る
日
本
海
軍
の
無
線
電
波
が
活
発
化
し
て
き
た
の
を
察
知
し
航

海
灯
の
光
力
を
減
じ
、
マ
ス
ト
灯
は
戦
列
外
か
ら
見
え
に
く
く
す

る
た
め
遮
光
さ
せ
る
手
段
を
と
っ
た
。
濃
霧
の
な
か
で
巧
み
に
日

本
艦
隊
と
の
戦
闘
を
す
り
抜
け
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
ヘ
一
路
…
…

と
考
え
て
い
た
と
も
推
察
さ
れ
る
。

　

一
方
、
朝
鮮
の
鎮
海
湾
に
進
出
し
て
い
た
日
本
艦
隊
は
、
決
戦

を
目
前
に
し
て
猛
訓
練
に
明
け
暮
れ
て
い
た
。
だ
が
、
五
月
二
十

四
日
に
な
っ
て
も
敵
艦
隊
の
動
静
は
い
ぜ
ん
と
し
て
判
明
し
な

か
っ
た
。
宗
谷
海
峡
か
津
軽
海
峡
、
ま
た
は
対
馬
海
峡
の
い
ず
れ

を
通
過
す
る
の
か
が
問
題
で
あ
っ
た
。
対
馬
沖
を
選
択
す
る
と
推

測
し
て
い
た
連
合
艦
隊
は
、
津
軽
海
峡
へ
の
可
能
性
を
も
考
慮
し
、

津
軽
方
面
へ
艦
隊
を
向
け
る
命
令
書
を
各
戦
隊
に
配
布
し
た
。
ま

さ
に
そ
の
と
き
、
哨
戒
中
の
仮
装
巡
洋
艦
『
信
濃
丸
』
は
、
つ
い

に
ロ
シ
ア
艦
隊
の
灯
火
を
発
見
し
た
。
た
だ
ち
に
、
無
電
が
本
隊

に
向
け
発
せ
ら
れ
る
。

　
「
敵
艦
隊
二
〇
三
地
点
に
見
ゆ
」

　

敵
艦
隊
発
見
が
二
〇
三
地
点
と
い
う
の
も
、
先
の
旅
順
二
〇
三

高
地
の
攻
略
を
彷
彿
さ
せ
、
日
本
の
勝
利
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う

に
も
思
わ
れ
た
。

　

東
郷
平
八
郎
司
令
長
官
は
、
五
月
二
十
七
日
午
前
五
時
十
五
分
、

大
本
営
に
対
し
て
、

　
「
敵
艦
見
ゆ
と
の
警
報
に
接
し
、
連
合
艦
隊
は
た
だ
ち
に
出
動
、

こ
れ
を
撃
滅
せ
ん
と
欲
す
。
本
日
天
気
晴
朗
な
れ
ど
も
波
高
し
」

と
打
電
、
さ
ら
に
将
兵
に
は
「
皇
国
の
興
廃
こ
の
一
戦
に
あ
り
、

各
員
一
層
奮
励
努
力
せ
よ
」
と
の
Ｚ
旗
を
掲
げ
て
全
軍
の
士
気
を

鼓
舞
し
た
。

　

以
下
の
戦
闘
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
丁
字
戦
法
な
ど
に
関
し
て
は
、

関
係
図
書
に
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
重
複
せ
ず

割
愛
し
て
お
く
。

　

勝
敗
は
お
よ
そ
は
じ
め
の
三
十
分
で
決
し
た
。
東
郷
司
令
長
官

は
、
午
後
七
時
三
十
分
、
昼
戦
の
終
結
を
宣
言
。
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夜
間
に
入
り
、
さ
ら
に
攻
撃
を
加
え
二
十
八
日
早
朝
に
は
、
連

合
艦
隊
主
力
は
欝
陵
島
南
東
海
面
に
進
出
し
て
い
た
。
午
前
五
時

二
十
分
、
六
十
海
里
南
方
に
い
た
第
五
戦
隊
よ
り
残
敵
発
見
の
報

告
を
得
る
と
、
た
だ
ち
に
ネ
ボ
ガ
ト
フ
少
将
率
い
る
と
こ
ろ
の

『
ニ
コ
ラ
イ
1
世
』
以
下
五
隻
を
包
囲
し
攻
撃
す
る
。
か
く
し
て

麾
下
将
兵
の
生
死
を
考
え
た
ネ
ボ
ガ
ト
フ
少
将
の
全
責
任
に
お
い

て
降
伏
に
い
た
っ
た
。

　

バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
は
戦
艦
六
隻
、
巡
洋
艦
四
隻
を
は
じ
め
と
し

て
十
九
隻
が
撃
沈
、
五
隻
を
捕
獲
さ
れ
、
死
者
四
千
五
百
二
十
四

名
、
捕
虜
六
千
百
六
十
八
名
に
及
ん
だ
。
一
方
、
日
本
側
が
失
っ

た
の
は
水
雷
艇
三
隻
、
戦
死
者
百
十
六
名
だ
っ
た
。

　

明
治
三
十
八
年
十
月
二
十
三
日
、
横
浜
沖
に
お
け
る
戦
勝
観
艦

式
に
あ
た
り
、
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
天
覧
あ
ら
せ
ら
れ
、

日
本
海
海
戦
に
勇
戦
せ
る
皇
軍
将
兵
を
偲
ば
せ
給
う
。
さ
ら
に
東

郷
平
八
郎
の
赤
誠
を
嘉
賞
さ
れ
親
し
く
優
渥
な
る
御
言
葉
を
賜
る
。

こ
れ
に
対
し
、
元
帥
は
た
だ
皇
天
の
垂
恵
に
恐
懼
感
激
す
る
の
み

で
あ
っ
た
。

　

日
本
海
海
戦
は
明
治
天
皇
と
東
郷
元
帥
の
二
柱
の
君
臣
が
織
り

な
し
た
ま
さ
に
一
世
一
代
の
檜
舞
台
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。

（
東
郷
神
社
宮
司
）




